
増
税
か
ら
区
民
生
活

を
守
る
た
め
に

【
質
問
】
老
年
者
控
除
の
廃
止
、

年
金
控
除
額
の
引
き
下
げ
な
ど

で
、
高
齢
者
へ
の
負
担
増
は
深

刻
だ
。
①
住
民
の
不
利
益
に
な

ら
な
い
よ
う
、
税
制
度
と
申
告

の
周
知
を
。
②
税
制
改
悪
に
よ
っ

て
本
年
度
課
税
さ
れ
た
人
へ
の

対
応
は
。
③
障
害
者
控
除
の
認

定
と
制
度
の
周
知
を
。

【
答
弁
】
①
申
告
に
あ
た
り
、

公
的
年
金
や
給
与
収
入
額
に
つ

い
て
、
非
課
税
限
度
の
収
入
額

と
と
も
に
計
算
例
を
示
し
、
申

告
書
を
送
付
す
る
際
に
同
封
す

る
な
ど
、
適
正
な
申
告
に
つ
い

て
周
知
し
た
。
②
対
象
者
、
全

て
に
対
し
て
適
正
な
申
告
を
お

勧
め
し
、
収
入
、
障
害
者
控
除

や
扶
養
控
除
に
つ
い
て
、
窓
口

や
電
話
に
よ
る
相
談
を
行
っ
た
。

③
区
は
、
障
害
を
お
持
ち
の
方

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
所

持
し
て
い
な
い
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
医
師

の
診
断
書
等
を
確
認
の
上
、
障

害
者
控
除
の
認
定
を
行
な
っ
て

い
る
。

若
者
の
雇
用
確
保
、
正
規

社
員
の
拡
大
の
た
め
に

【
質
問
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

で
特
集
さ
れ
た
「
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
（
働
く
貧
困
層
）
」
は
、

現
在
の
雇
用
破
壊
の
実
態
を
鋭

く
告
発
し
た
。
①
区
が
自
ら
行

う
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・
充

実
を
通
じ
た
雇
用
の
場
の
創
出

を
。
②
（
仮
称
）
「
雇
用
対
策

検
討
会
」
の
設
置
を
。
③
区
内

の
企
業
に
、
青
年
の
新
規
正
規

雇
用
促
進
の
申
し
入
れ
を
。
④

青
年
の
正
規
雇
用
に
対
す
る
助

成
制
度
の
創
設
を
⑤
中
小
企
業

の
後
継
・
創
業
に
と
り
く
む
青

年
に
対
し
、
助
成
金
制
度
の
創

設
を
。
⑥
区
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
の
継
続
と
拡
充
を
。

【
答
弁
】
①
官
民
の
役
割
分
担

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
区

民
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
生
み
出
し
、

若
者
の
雇
用
支
援
に
努
め
る
。

②
年
内
を
目
途
に
、
関
係
機
関

と
の
協
議
の
場
を
設
定
す
る
。

③
各
企
業
に
は
採
用
計
画
が
あ

る
の
で
、
申
し
入
れ
は
考
え
て

い
な
い
。
④
制
度
を
創
設
す
る

考
え
は
な
い
。
⑤
制
度
は
考
え

て
い
な
い
。
⑥)

周
知
と
制
度
の

継
続
・
充
実
に
努
め
る
。

介
護
保
険
に
つ
い
て

【
質
問
】
「
自
立
支
援
型
ベ
ッ

ド
」
を
レ
ン
タ
ル
す
る
と
の
決

定
は
、
利
用
者
や
家
族
を
大
い

に
勇
気
づ
け
た
。
①
４
月
以
降

の
要
介
護
認
定
者
も
対
象
に
す

べ
き
。
②
一
般
財
源
を
投
入
し

て
、
介
護
保
険
料
を
軽
減
せ
よ
。

【
答
弁
】
①
新
し
い
制
度
の
中

で
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す

る
。
②
財
源
構
成
を
崩
し
、
負

担
と
給
付
の
関
係
を
不
明
確
に

す
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

消
費
者
金
融
被
害

を
防
ぐ
た
め
に

【
質
問
】
こ
れ
以
上
の

サ
ラ
金
被
害
を
出
さ
な

い
た
め
に
、

①
国
、
金
融
庁
に
対
し

て
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金

利
を
温
存
す
る
特
例
措

置
を
や
め
、
金
利
引
き

下
げ
を
実
行
に
移
す
よ

う
求
め
る
こ
と
。
②
主

要
大
銀
行
に
サ
ラ
金
な

ど
へ
資
金
貸
付
を
し
な

い
よ
う
申
し
入
れ
る
こ

と
。
少
な
く
と

も
区
の
指
定
金

融
機
関
で
あ
る

み
ず
ほ
銀
行
へ

は
サ
ラ
金
に
貸

し
出
さ
な
い
よ

う
強
く
要
求
す

る
こ
と
。
③
Ｃ

Ｍ
放
映
を
や
め

る
よ
う
テ
レ
ビ

局
に
申
し
入
れ

よ
。

【
答
弁
】
①
国
会
で
の
論
議
を

見
守
る
。
②
民
間
企
業
に
お
け

る
資
金
運
用
に
当
た
り
、
考
え

て
い
な
い
。
③
考
え
て
い
な
い
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に

つ
い
て

【
質
問
】
作
業
所
に
通
う
利
用

者
の
工
賃
を
上
回
る
利
用
料
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
全

く
ひ
ど
い
制
度
だ
。

①
国
に
定
率
（
一
割
）
負
担
を

や
め
る
よ
う
申
し
入
れ
よ
。
②

区
と
し
て
横
浜
市
同
様
、
低
所

得
者
の
負
担
を
な
く
す
こ
と
。

③
す
べ
て
の
地
域
生
活
支
援
事

業
は
無
料
に
。
④
同
様
に
、
施

設
側
も
早
急
に
運
営
費
助
成
を

実
施
す
べ
き
。

【
答
弁
】
①
考
え
て
い
な
い
。

②
区
独
自
の
負
担
軽
減
策
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
区
独
自

の
負
担
軽
減
策
の
効
果
等
を
見

極
め
、
必
要
に
応
じ
た
対
応
を

す
る
。
③
手
話
通
訳
派
遣
と
、

相
談
支
援
は
、
利
用
者
負
担
を

無
料
と
す
る
。
移
動
支
援
で
は
、

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
方
に
つ

い
て
、
負
担
を
十
％
か
ら
三
％

に
軽
減
す
る
。
合
わ
せ
て
、
統
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二
〇
〇
六
年
度
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
代
表
質
問
を
熊
田
ち
づ
子
区
議
、

一
般
質
問
を
沖
島
え
み
子
区
議
が
行
い
ま
し
た
。
以
下
に
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。裏

面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

負担増カレンダー

１月 所得税の定率減税半減 サラリーマン

２月 所得税の定率減税半減 年金受給者

３月 消費税免税点引き下げによる新規課税業者

の初の申告期限

４月 障害者の福祉サービス利用の自己負担増

国民保険料の引き上げ

介護保険料の引き上げ

５月 酒税の引き上げ（第3のビール）

６月 住民税の定率減税を半減

住民税の公的年金等控除縮小、老年者控除

廃止。住民税の非課税限度額廃止（介護保

険料や国保料に影響が及ぶ場合も）

７月 たばこ税の引き上げ（１本あたり１円）

８月 70歳以上の｢現役並み｣所得者の基準額引

き下げ（窓口負担 1割→２割）

９月 厚生年金保険料の引き上げ

10月 70歳以上の｢現役並み｣所得者の医療費増

70歳以上の長期入院者のホテルコスト導入

０６年１月 定率減税（所得税）廃止

６月 定率減税（個人住民税）廃止

特養ホームなどが入る、福祉プラザ 桜川



合
上
限
額
の
制
度
を
適
用
す
る
。

④
国
に
対
し
、
施
設
の
日
額
報

酬
単
価
等
の
見
直
し
を
要
望
し

て
い
る
。
今
後
は
、
区
の
助
成

の
効
果
、
国
の
対
応
を
見
定
め
、

必
要
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

「
公
立
保
育
園
の
あ
り
方
検

討
会
」
報
告
書
で
は
、
「
拠
点

保
育
園
と
公
設
民
営
化
」
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
①
保
育
行
政

の
基
本
に
公
設
・
公
営
を
貫
け
。

②
区
民
意
見
集
約
に
つ
い
て
は
、

再
度
意
見
を
聞
く
こ
と
。

【
答
弁
】
①
こ
れ
ら
の
考
え
方

を
ま
と
め
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
体

制
を
検
討
す
る
。
②

さ
ら
に
様
々

な
意
見
を
聞
く
こ
と
は
大
切
な

こ
と
と
考
え
る
。

災
害
対
策
の
強
化

に
つ
い
て

①
専
門
家
は
、
超
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
危
険
性
を
指
摘
し
、
竹
芝

問
題
を
は
じ
め
、
超
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
の
「
安
全
神
話
」
は
も

ろ
く
も
崩
れ
去
っ
た
。
②
「
防

災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
制
度
を
確

立
し
、
乱
開
発
・
超
高
層
化
の

規
制
を
。
③
ま
た
、
現
在
あ
る

高
層
、
超
高
層
に
於
け
る
災
害

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の

対
策
を
至
急
明
確
に
す
べ
き
。

④
無
料
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強

工
事
の
支
援
の
充
実
と
対
象
の

拡
大
を
。
⑤
要
援
護
者
に
対
す

る
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
人
材

の
育
成
を
。
⑥
事
業
所
の
災
害

対
策
に
つ
い
て
⑦
指
定
・
広
域

避
難
所
の
拡
大
、
協
定
宿
泊
所

の
拡
大
を
。
⑧)

帰
宅
困
難
者
対

策
は
。

【
答
弁
】
①
機
能
確
保
に
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
飲
料
水
や

食
料
な
ど
の
備
蓄
と
、
管
理
組

合
が
主
体
と
な
っ
た
災
害
時
の

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
討
等
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
②
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
現
行
法
制
度
上
、

開
発
に
お
け
る
超
高
層
建
築
物

の
規
制
は
で
き
な
い
。
③)

今
後
、

高
層
・
超
高
層
建
築
物
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
の
地
震
発
生
時

の
不
安
解
消
の
た
め
、
災
害
時

の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
支

援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消
防

署
等
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
適
切
な
災
害
対
策
の
推
進

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。
④
非

木
造
戸
建
て
住
宅
へ
の
耐
震
改

修
助
成
の
制
度
化
は
、
そ
の
建

設
年
度
や
棟
数
な
ど
実
態
を
調

査
し
た
上
で
、
検
討
す
る
。
⑤

本
年
四
月
か
ら
障
害
者
の
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
の
種
目
に

文
字
放
送
を
受
信
で
き
る
聴
覚

障
害
者
用
ラ
ジ
オ
を
加
え
、
五

月
に
は
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信

ナ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
⑥
小

規
模
事
業
所
の
備
蓄
の
支
援
な

ど
具
体
的
な
防
災
対
策
に
取
り

組
む
。
⑦
現
在
、
拡
大
の
要
望

を
し
て
い
る
。
協
定
ホ
テ
ル
等

の
二
次
避
難
施
設
の
拡
四
七
万

人
。
千
代
田
、
中
央
を
合
わ
せ

た
都
心
三
区
で
は
一
四
〇
万
人

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
関

係
区
と
協
議
す
る
。

中
小
企
業
の
営
業
と

く
ら
し
を
守
る
た
め
に

【
質
問
】
①
区
内
全
企
業
聞
き

取
り
調
査
を
行
え
。
②
（
仮
称
）

「
産
業
振
興
会
議
」
の
設
置
を
。

③
商
店
街
活
性
化
を
検
討
す
る

組
織
の
設
置
を
。
④
原
油
高
騰

に
よ
る
緊
急
特
別
融
資
を
。
⑤

信
用
保
証
協
会
の
保
証
料
を
全

額
助
成
す
る
こ
と
。

【
答
弁
】
①
中
小
企
業
の
実
態

に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
関
係

団
体
や
商
店
街
等
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
や
、
産
業
振
興
に
関
す

る
個
別
計
画
の
策
定
時
に
よ
る

聞
き
取
り
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
に
よ
り
、
把
握
に
努

め
て
い
る
。
区
内
全
企
業
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
②
港
区
中
小
企

業
振
興
審
議
会
で
は
、
情
報
交

換
と
中
小
企
業
振
興
施
策
を
審

議
し
、
立
案
を
し
て
い
る
。
③

区
と
し
て
も
、
商
店
会
の
会
員

が
参
加
す
る
商
店
街
振
興
施
策

の
検
討
組
織
が
必
要
と
考
え
る
。

④
年
末
特
別
あ
っ
せ
ん
融
資
を

実
施
す
る
中
で
対
応
。
⑤
四
月

か
ら
、
新
た
な
補
助
制
度
を
設

け
、
区
の
融
資
制
度
利
用
者
の

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
の
で
、

考
え
て
い
な
い
。

大
規
模
開
発
か
ら
区
民
の

安
全
と
環
境
を
守
れ

【
質
問
】
①
「
も
う
こ
れ
以
上

の
開
発
は
ゴ
メ
ン
。
超
高
層
ビ

ル
は
い
ら
な
い
」
、
「
環
境
破

壊
は
許
せ
な
い
」
の
多
く
の
区

民
の
声
に
区
長
は
応
え
よ
。
②

住
民
を
追
い
出
し
、
人
口
減
に

つ
な
が
る
再
開
発
事
業
へ
の
補

助
金
支
出
は
や
め
る
べ
き
。

【
答
弁
】
①

区
は
、
今
後
と
も

ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

な
ど
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
大

規
模
開
発
等
を
適
切
に
指
導
・

誘
導
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極

的
に
支
援
す
る
。
②
市
街
地
再

開
発
事
業
は
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
と
と
も
に
、
地
域
に

貢
献
す
る
道
路
や
緑
地
、
歩
行

者
空
間
な
ど
の
公
共
・
公
益
施

設
の
整
備
、
さ
ら
に
は
住
宅
、

商
業
、
業
務
、
文
化
な
ど
の
各

機
能
が
調
和
し
た
、
将
来
に
わ

た
り
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
も
の
。

こ
の
た
め
、
事
業
内
容
な
ど
を

適
切
に
評
価
し
た
上
で
補
助
を

行
う
。

品
川
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

汐
留
や
品
川
駅
東
口
の
例
で

は
、
超
高
層
ビ
ル
群
が
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
加
速
さ
せ

る
。
幹
線
道
路
の
整
備
で
交
通

量
が
増
大
し
、
一
層
環
境
を
破

壊
す
る
。
大
規
模
開
発
・
基
本

計
画
に
反
対
の
意
思
を
明
ら
か

に
す
べ
き
。

【
答
弁
】
こ
の
基
本
計
画
は
、

風
の
道
や
緑
地
の
整
備
を
誘
導

す
る
な
ど
、
環
境
モ
デ
ル
都
市

を
目
指
し
た
も
の
。
区
と
し
て
、

高
輪
口
の
再
整
備
等
に
あ
た
り
、

高
輪
四
丁
目
周
辺
の
特
性
を
踏

ま
え
、
住
宅
地
と
し
て
の
良
質

な
環
境
形
成
や
防
災
性
の
向
上

な
ど
に
寄
与
す
る
よ
う
、
地
域

の
発
意
と
合
意
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

公
営
住
宅
の
使
用
承
継
に

つ
い
て

【
質
問
】
①
都
は
親
子
間
で
認

め
ら
れ
て
い
る
使
用
承
継
を

「
配
偶
者
に
制
限
す
る
」
と
の

規
則
改
定
を
行
っ
た
。
撤
回
を

強
く
都
に
求
め
よ
。
②
区
営
住

宅
で
は
制
限
を
強
め
る
な
。

【
答
弁
】
①

高
齢
者
や
障
害
者
、

病
弱
者
は
、
配
偶
者
以
外
の
承

継
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
居
住

の
継
続
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

申
し
入
れ
る
考
え
は
な
い
。
②

入
居
希
望
者
と
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
検
討
す
る
。

◇
そ
の
他
に
、
①
高
齢
者
の
住

み
替
え
家
賃
助
成
の
継
続
に
つ

い
て
、
②
総
合
支
所
に
つ
い
て
、

③
国
家
公
務
員
宿
舎
の
跡
地
の

取
得
に
つ
い
て
、
④
住
み
続
け

ら
れ
る
住
宅
政
策
に
つ
い
て
、

⑤
新
名
称
学
校
跡
地
に
お
け
る
、

住
宅
建
設
・
契
約
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
⑥
妊
産
婦
健
康
診
査
、

妊
産
婦
の
医
療
費
無
料
に
つ
い

て
、
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

超
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
、

品
川
駅
港
南
口


